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平成３０年１０月２４日

情報 ５年 原沢先生

情報「アルゴリズム」
１ 授業のポイント１

○具体的な場面を基にアルゴリズムを理解する

①順次構造

②選択構造

③繰り返し

構造

アルゴリ

ズムは、

①順次構造

②選択構造

③繰り返し

構造の３種

類からでき

ています。

コンビニ

で買い物す

る場面を通

して、生活

や具体性と

関連させな

がら理解し

ました。
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２ 授業のポイント２

○ソフトを活用しながら学ぶ

本時では、ソフトを使ってアルゴリズムについて学びます。

プリントや写真のように、左側に絵があります。途中に幾つかの「旗」があり、その旗

を取りながらゴールにたどり着くアルゴリズムを考えます。

一つ一つが

ドラックす

ると動かせ

て順番を変

えることが

できます。

アルゴリズ

ムを組んだ

後動かして

みます。

失敗すると

人形が、ブ

ロックにぶ

つ か り ま

す。
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３ 授業のポイント３

○グループで協同して解決したり考えたりする工夫

○一人一人が課題解決に取り組んでいる様子 ＊学習プリントの課題例

○課題を分担したり、解決方法を相談し合ったりしている様子

本時に提示さ

れたアルゴリズ

ムを考える課題

はたくさんあっ

て、生徒たちは

グループの中で

分担して考えま

した。
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４ 授業のポイント４

○中間モニターの活用

○生徒の使う ○生徒の使う

パソコンのモニター ●中間モニター パソコンのモニター

○中間モニターに示された

・アルゴリズムの仕組み ・各班の達成状況

ＩＣＴルームを使用する授業では、中間モニターがしばしば活躍します。中間モニター

は、教師用のパソコンと連結していて、教師が生徒に示したい場面や内容を提示すること

ができます。生徒は、しっかりと教師の内容を把握できます。


